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①X-one 発売にともなう Kinect2 の発売について 




























3  ②SNS（特に Line）との付き合い方について 
 個人的にはあまり Line は好きではない、特に携帯がいまだにガラケーである身として
は、Line よりは電話してくれた方が良いのにと思っている。とは言うものの、研究室の
学生が全員 Line を使って情報をやり取りしているので、しょうがないから PC 用の Line
をインストールして使うようになった。 





 そのように Line を楽しんでいる中、最近、少し悩みがでてきてしまった。私にとって
Line はメッセンジャーなので、送る内容もタイミングも PC のキーボードを前提として
送る、要はチャットのつもりになっている。ところが送られる方は基本的には携帯で受
ける、だからメールとして受け取って処理する。どういうことかと言うと、こちらは Line
を受け取ってもすぐに読むとは限らないのに、相手は受け取ったら読んでいるものとし
て扱っている。メッセンジャー代わりに常に立ち上げているので、私の Line は既読がつ
いても外にいたりして読んでいないこともよくあるし、Line に書いておきましたーと言
われても読めないタイミングがこれまたよくある。 
なんでメッセンジャーが廃れたかわかるような気がした。やっぱり送った文章はすぐ
に読んでほしい、送られた文章がすぐに読みたい、という要求に対し、パソコンと言う
デバイスが適さなかったということなのだろう。 
 
4 ③ガラケーからの卒業を意図した、スマートフォンの導入 
 書いているうちにこの内容は②に含めてもいいような気がしてきた。すなわち、最近
ようやく重い腰を上げ、愛用のガラケーからスマートフォンに変えようとしている理由
が、そのまんま②なのである。ソフト一本のためにキャリア変更を考えるとは、昔の自
分だったら確実に笑う。 
 私が考えているガラケーの利点は電池の持ちだと思う、スマートフォンに変えられな
い理由も電池切れの恐怖からだ、もちろん今でも恐怖している。逆にいえばそれを解決
するいい方法を教えてもらったので、機種変更が現実的になったとも言える。 
「１台で駄目なら２台持てばいいじゃない」世の中とはそういうものなのかもしれない。 
